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国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国

有
林
野
事
業
に
お
け
る
間
伐
等
の
発
注
事

業
や
立
木
販
売
に
お
い
て
、
優
れ
た
品
質

の
森
林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
高
い
生

産
性
等
や
作
業
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
や
成
果

等
の
取
り
組
み
を
競
い
、
優
秀
な
事
例
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
例
を
公
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
低
コ
ス
ト

な
間
伐
等
に
つ
い
て
民
有
林
を
含
め
た
普

及
定
着
及
び
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
は

①
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
間
伐
）
、

②
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
２
回
目
以
降
）
、

③
車
両
系
誘
導
伐
等
部
門

④
架
線
系
搬
出
間
伐
部
門

⑤
架
線
系
誘
導
伐
部
門

⑥
そ
の
他
の
６
部
門
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
南
会
津
支
署

管
内
の
山
星
林
業
株
式
会
社
（
福
島
県
南

会
津
町
）
の
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初

回
）
の
事
例
「
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ

ル
ス
ロ
ボ
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と

安
全
作
業
の
推
進
」
を
優
秀
な
事
例
と
し

て
林
野
庁
に
推
薦
し
、
関
東
森
林
管
理
局

長
に
よ
る
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

山
星
林
業
株
式
会
社
の
事
例

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
道
の
支
障

木
伐
倒
、
集
材
、
開
設
の
工
程
を
１
台
で

実
施
し
作
業
道
開
設
作
業
を
効
率
化
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
性
能
を
活
か
し
路
網
密
度

を
高
め
る
こ
と
で
他
の
高
性
能
林
業
機
械

（
主
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
の
稼
働
率
を
上
げ
、

安
全
性
（
伐
倒
時
の
か
か
り
木
発
生
、
接

近
作
業
の
防
止
）
と
生
産
性
の
向
上
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
森

林
管
理
局
か
ら
12
の
課
題
が
推
薦
さ
れ
、

推
薦
さ
れ
た
事
例
は
学
識
経
験
者
に
よ
る

審
査
を
経
て
、
林
野
庁
長
官
表
彰
と
し
て

最
優
秀
賞
１
事
例
、
優
秀
賞
３
事
例
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
事
例
は
、
車
両
系
搬
出
間
伐
部

門
（
初
回
）
の
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
が

推
薦
し
た
株
式
会
社
八
木
木
材
の
事
例

「
作
業
工
程
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
化
と
低

質
材
の
搬
出
コ
ス
ト
縮
減
」
で
、
事
業
の

進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
森
林
作
業
道
作
成
、

伐
倒
、
木
寄
集
材
、
集
搬
全
て
の
工
程
の

機
械
を
操
作
で
き
る
作
業
員
を
適
切
、
か

つ
流
動
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
（
他
工
程
と
比
較
し
て
作
業

効
率
の
低
い
工
程
）
を
解
消
し
た
も
の
で

す
。優

秀
賞
は
、
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門

（
初
回
）
の
九
州
森
林
管
理
局
が
推
薦
し

た
株
式
会
社
永
田
林
業
の
事
例
「
ロ
ン
グ

リ
ー
チ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
導
入
等
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
」
、

車
両
系
誘
導
伐
等
部
門
の
北
海
道
森
林

管
理
局
推
薦
の
株
式
会
社
小
玉
「
効
率
的

な
架
線
配
置
に
よ
る
架
線
・
撤
収
経
費
の

削
減
」
、

架
線
系
搬
出
間
伐
部
門
の
四
国
森
林
管

理
局
推
薦
の
株
式
会
社
と
さ
れ
い
ほ
く

「
効
率
的
な
架
線
配
置
に
よ
る
架
線
・
撤

収
経
費
の
縮
減
」
と
な
り
ま
し
た
。

平成２９年２月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１５２号（２）

フェラーバンチャザウルスロボによる伐倒

平
成
28
年
度
国
有
林
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
が
決
定

森
林
整
備
部

資
源
活
用
課

フェラーバンチャザウルスロボによる作業道開設



林
業
専
用
道
は
、
従
前
規
格
の
林
道
等

と
は
規
格
・
構
造
が
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
地
形
に
追
随
し
た
線
形
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
る
構
造
物
の
縮
減
等
を

図
り
、
開
設
経
費
等
の
縮
減
を
図
る
た
め
、

設
計
速
度
（
道
路
の
設
計
の
基
本
と
な
る

速
度
）
を
15
㎞
と
し
、
従
来
（
設
計
速
度

20
㎞
）
で
は
例
外
値
で
あ
っ
た
Ｒ
（
曲
線

半
径
）
＝
12
ｍ
を
最
小
半
径
に
設
定
し
て
、

曲
線
部
の
片
勾
配
の
省
略
を
可
能
と
し
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
国
有
林
野
事
業
の
職
員
に

加
え
、
民
間
事
業
体
の
方
々
等
も
対
象
に
、

林
業
専
用
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
、
毎
年
数
カ
所
を
会
場
に
林

業
専
用
道
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は

１

１
月
19
日

群
馬
森
林
管
理
署
の
岩

氷
林
業
専
用
道
で
国
有
林
野
事
業
職
員
13

名
、
民
間
事
業
体
9
名
。

２

２
月
７
日

茨
城
森
林
管
理
署
熊
ノ

倉
林
業
専
用
道
で
、
国
有
林
野
事
業
職
員

27
名
、
民
間
事
業
体
13
名
。

３

２
月
14
日

天
竜
森
林
管
理
署
の
瀬

尻
白
倉
林
業
専
用
道
で
、
国
有
林
野
事
業

職
員
23
名
、
民
間
事
業
体
17
名

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
本
格
的
な
開
設
か
ら

５
年
た
っ
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
林
業
専

用
道
整
備
を
め
ぐ
る
課
題
を
は
じ
め
と
し

て
、
工
事
支
障
木
の
取
り
扱
い
や
、
監
督

職
員
等
と
受
注
者
と
の
意
思
疎
通
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

林
業
専
用
道
を
初
め
と
し
た
路
網
整
備

の
推
進
は
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
し
い

て
は
国
策
で
あ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
林
業
専
用
道
の
普
及
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。

（３）平成２９年２月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１５２号

群馬署（岩氷林業専用道）

平
成
28
年
度
林
業
専
用
道
現
地
検
討
会
の
実
施

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

茨城署（熊ノ倉林業専用道区）

群馬署（岩氷林業専用道）

天竜署（瀬尻白倉林業専用道）



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
」
と
い
う

市
民
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
で
森
林
カ
レ
ッ
ジ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能

や
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
必
要
性
等
に

対
す
る
理
解
を
醸
成
す
る
た
め
、
専
門
家

の
講
義
や
森
林
内
等
で
の
森
林
作
業
な
ど

を
通
じ
て
、
一
般
市
民
の
皆
様
に
森
林
環

境
教
育
講
座
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
を
毎
年

開
校
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
の
公
募
に
は

51
名
の
応
募
が
あ
り
、
厳
選
な
抽
選
で
選

ば
れ
た
40
名
で
開
校
し
ま
し
た
。

５
月
に
、
一
般
社
団
法
人
森
林
・
自
然

環
境
技
術
者
教
育
会
会
長
の
櫻
井

尚
武

先
生
に
よ
る
、
人
工
林
の
管
理
の
あ
り
方
、

里
山
資
本
主
義
と
い
っ
た
多
彩
な
切
り
口

か
ら
の
「
森
の
見
方
」
の
講
義
と
森
林
散

策
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
の
、
高
尾
山
の
森
林
散
策

で
は
ポ
イ
ト
ご
と
に
講
師
か
ら
の
解
説
を

受
け
、
参
加
者
か
ら
は
「
新
た
な
視
点
で

森
林
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
の
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
に
、
東
京
農
業
大
学
教
授
の
宮
林

茂
幸
先
生
に
よ
る
、
人
間
社
会
は
、
自

然
か
ら
学
び
育
む
こ
と
で
成
長
し
、
生
き

が
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
っ
た
内
容
を
、
和
や
か
な
笑

い
に
包
ま
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
の
「
森
に

学
ぶ
」
の
講
義
と
下
刈
り
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

下
刈
作
業
で
は
、
雨
天
の
た
め
当
初
予

定
し
て
い
た
防
火
帯
の
下
刈
り
か
ら
林
道

の
草
刈
り
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
も
っ
と
草
を
刈
り
た
か
っ
た
」
「
鎌
を

研
い
だ
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

平成２９年２月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１５２号（４）

カレッジⅡ宮林先生

カレッジⅠ桜井先生

カレッジⅠ森林散策

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

カレッジⅡ下刈作業

第
１
回
目

第
２
回
目



９
月
に
、
元
多
摩
森
林
科
学
園
園
長
の

三
輪

雄
四
郎
先
生
に
よ
る
、
樹
木
の
基

本
的
な
知
識
か
ら
、
細
胞
の
構
造
と
い
っ

た
専
門
的
な
分
野
ま
で
幅
広
い
「
木
の
成

長
と
仕
組
み
」
の
講
義
と
間
伐
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

間
伐
作
業
で
は
、
足
場
の
悪
い
急
傾
斜

地
で
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
伐
採
、
枝
払
い
、

玉
切
り
作
業
を
行
っ
て
か
ら
林
道
ま
で
運

搬
し
ま
し
た
。
「
林
業
の
大
変
さ
が
わ
か
っ

た
」
「
想
像
以
上
に
き
つ
い
作
業
だ
っ
た
」

と
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
月
に
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
谷
田

貝

光
克
先
生
に
よ
る
炭
、
木
酢
液
、
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
「
森
の
恵
み
と

共
に
、
炭
焼
き
、
そ
し
て
木
の
香
り
」
の

講
義
と
炭
焼
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
「
伏
せ
焼
き
」
２
箇
所
と
「
ド

ラ
ム
缶
窯
」
２
箇
所
に

分
か
れ
、
各
窯
の
火
入

れ
を
行
い
窯
が
安
定
し

た
後
に
、
先
生
の
講
義

を
受
け
、
講
義
終
了
後

に
窯
閉
め
の
手
順
の
説

明
、
飾
り
炭
を

作
る

「
花
炭
」
を
体
験
し
ま

し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、
「
炭
の
パ
ワ
ー
と
魅

力
を
学
べ
た
」
「
樹
木
の
持
つ
不
思
議
な

力
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

炭
焼
体
験
終
了
後
に
、
所
長
か
ら
終
了

証
を
交
付
し
、
今
年
度
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ

を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
森
林
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
森

林
・
林
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

（５）平成２９年２月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１５２号

炭焼き作業

カレッジⅢ 三輪先生

間伐作業

今
月
の
表
紙

「
平
成
28
年
度
磐
城
森
林
管
理
署

列
状
間
伐
現
地
検
討
会
」

磐
城
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
整
備
事

業
の
低
コ
ス
ト
化
の
一
環
と
し
て
期
待
さ

れ
る
列
状
間
伐
の
地
域
で
の
普
及
・
定
着

の
推
進
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
回
、
列
状
間
伐
の
導
入
等
に
つ
い
て

地
域
の
林
業
関
係
者
等
と
幅
広
に
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
い
わ
き
市
田

人
町
風
越
国
有
林
内
で
列
状
間
伐
に
係
る

現
地
検
討
会
を
平
成
29
年
１
月
11
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

福
島
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、
林
業

事
業
体
か
ら
関
係
者
の
出
席
を
頂
き
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
列
状
間
伐
の

定
着
の
た
め
に
は
、
く
り
返
し
こ
の
よ
う

な
検
討
会
の
開
催
を
希
望
す
る
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

第
３
回
目

第
４
回
目

カレッジⅣ 谷田貝先生



私
の
勤
務
す
る
上
井
出
森
林
事
務
所
管

内
は
、
富
士
山
の
静
岡
県
側
標
高
８
０
０

ｍ
～
３
２
０
０
ｍ
に
位
置
し
、
約
５
１
０

０
㌶
を
有
し
て
い
ま
す
。

管
内
に
は
80
年
生
の
ヒ
ノ
キ
一
斉
人
工

林
が
５
０
０
㌶
以
上
あ
り
伐
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
再
造
林
の
低
コ
ス
ト

化
」
「
渓
畔
保
護
樹
帯
の
育
成
」
「
効
率

的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
」
の
三
つ
を
柱
と

し
て
森
林
施
業
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

○
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

地
拵
時
に
機
械
を
利
用
し
て
枝
条
を
伐

採
地
を
と
り
囲
む
よ
う
に
配
置
す
る
枝
条

柵
を
試
験
的
に
設
置
し
た
り
、
平
成
29
年

度
の
植
付
で
コ
ン
テ
ナ
苗
・
ポ
ッ
ト
苗
・

裸
苗
の
比
較
植
栽
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

ま
だ
試
験
的
な
事
が
多
い
の
で
今
後
ど

の
よ
う
な
結
果
が
で
る
の
か
見
守
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
渓
畔
保
護
樹
帯
の
育
成

広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
渓
畔
林
を
育
成

す
る
た
め
、
渓
畔
周
辺
で
は
択
伐
を
行
い

富
士
山
国
有
林
内
で
広
葉
樹
の
実
生
を
採

取
を
し
て
種
苗
組
合
で
栽
培
、
育
成
し
て

か
ら
植
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
効
率
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

富
士
山
地
域
で
シ
カ
の
生
息
密
度
が
増

し
て
い
る
た
め
、
富
士
山
地
区
有
害
鳥
獣

捕
獲
請
負
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
誘
引

捕
獲
、
忍
び
猟
、
く
く
り
罠
の
三
つ
の
方

法
に
よ
り
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
事
業
実
行
中
で
す
が
、

平
成
27
年
度
は
誘
引
捕
獲
１
９
１
頭
、
忍

び
猟
１
３
６
頭
、
く
く
り
罠
14
頭
の
計
３

４
１
頭
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
柵
を
用
い
て
シ
カ
を
シ
カ

柵
と
シ
カ
柵
の
間
の
渓
畔
保
護
樹
帯
に
誘

導
し
、
ワ
ナ
を
仕
掛
け
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
は
事
業
も
多
く
、
地
拵
・

植
付
・
忌
避
剤
散
布
・
下
刈
・
シ
カ
柵
・

除
草
工
・
立
木
販
売
・
製
品
生
産
と
、
植

付
か
ら
皆
伐
ま
で
の
森
づ
く
り
を
体
験
で

き
業
務
量
は
あ
り
ま
す
が
勉
強
に
な
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
職
場
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

当
事
務
所
か
ら
は
、
富
士
山
が
間
近
で

綺
麗
に
見
え
、
今
の
季
節
な
ら
で
は
の
雪

を
か
ぶ
っ
た
こ
れ
ぞ
富
士
山
！
と
い
う
景

色
を
見
て
癒
や
さ
れ
ま
す
。

皆
様
も
新
東
名
を
通
る
際
に
は
富
士
山

が
正
面
に
見
え
ま
す
の
で
、
こ
こ
も
国
有

林
（
八
合
目
ま
で
。
そ
れ
よ
り
上
は
浅
間

大
社
の
土
地
で
す
）
だ
と
覚
え
て
お
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
光
栄
で
す
。
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